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た。体積膨張の飽和点での値を100として百分率表示し
た結果を図5に示す。ここで，図の横軸の基点は，380℃
の処理では恒温保持開始時間，330℃の処理では温度が
Ms点を下回る時間とした。380℃の処理では，数秒の潜
伏期の後にベイナイト変態が開始し，約1,200秒で変態
が飽和している。一方，330℃のオーステンパ処理で
は， 冷却が進行するA点に至るまではマルテンサイト変
態による膨張が観察され，A点以降は，恒温保持中のベ





ず4hで割れが発生するのに対し，TBF鋼では，負荷応
力2,000MPaでの割れ発生時間が600h


